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Ａ－1  埋戻標準断面図 

Ｂ－１  開削土留工標準図（軽量鋼矢板建込工法） 
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Ｄ－８  軽量楕円マンホール標準図 

Ｄ－９  楕円（方円）組立マンホール標準図 

Ｄ－１０ 小型レジンマンホール標準図（起点用） 

Ｄ－１１ 小型レジンマンホール標準図（中間点用） 

Ｄ－１２ コンクリート製小型マンホール標準図 

Ｄ－１３ 調整部（無収縮流動性モルタル）標準図 

Ｅ－１  内副管取付標準図 
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Ｆ－２  マンホールふた標準図（２） 
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Ｇ－２  取付管布設図（汚水・縦型） 

Ｇ－３  取付管布設図（雨水浸透） 

Ｇ－４  取付管布設図（雨水） 

Ｈ－１  発進立坑標準図（ライナープレート・小判型） 

Ｈ－２  発進立坑標準図（鋼矢板） 

Ｈ－３  発進立坑標準図（ライナープレート・円形） 

Ｈ－４  到達立坑標準図（ライナープレート・円形） 

Ｈ－５  到達立坑標準図（鋼矢板） 

Ｈ－６  覆工標準図（ライナープレート） 

Ｈ－７  覆工標準図（鋼矢板） 

Ｈ－８  鋼製ケーシング式小型立坑標準図 
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埋戻し方法

投 入

転 圧

人力

タンパ、振動ローラ

１
０
０
㎜
以
上

埋 戻 標 準 断 面 図

敷均し

塩 ビ 管

埋戻し

Ｄｔ ｔ

掘
削
深
　
Ｈ

Ｄｔ ｔ

掘
削
深
　
Ｈ

掘
削
深
　
Ｈ

鉄筋コンクリート管 塩 ビ 管

舗装復旧工 舗装復旧工 舗装復旧工

バックホウ

掘　削　幅 掘　削　幅 掘　削　幅

Ｄｔ ｔ

基
床
厚

本　　管 取 付 管

特 記 事 項

A － 1

埋 戻 標 準 断 面 図名　　称

番　　号

埋戻し 埋戻し

１
０
０
㎜
以
上

リブ付き塩ビ管

Ｄｔ ｔ

掘
削
深
　
Ｈ

舗装復旧工

掘　削　幅

埋戻し

埋戻し材

発生土

山砂

改良土
※　破線は砕石埋戻しを表す。

（リブ付塩ビ管の場合、管まわり

は砕石も可能）

1.埋戻しについては「道路復旧基準」に基づき、路床は20㎝ごと、路体は30㎝

ごとに埋め戻すこと。

再生砂





番　　号

名　　称

１．詳細の構造は参考とする。特 記 事 項

開削土留工標準図（たて込み簡易土留工法）

B － ２

開削土留工標準図（たて込み簡易土留工法）

２０００　　３０００

Ｈ

掘
削
幅

サポートエクステンション

パ　ネ　ル

断     面     図

掘削幅

～２０００　　３０００

平     面     図

～

ガイドポスト

サポートジャッキ

サポートエクステンション

サポートジャッキ

ガイドポスト

２０００　　３０００～

Ｇ．Ｌ
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Ｄ13(Ｄ16） Ｄ13

特 記 事 項

コンクリート３６０°基礎標準図(１)名　　称

番　　号 Ｃ － ４

コンクリート３６０°基礎標準図(１)

2Ｒ

3Ｒ

１Ｒ Ｒ3

　　場合に適用する。

１．鉄筋記号中 Ｒ1 の（　）内についてφ５００の

コンクリート　

ＲＣー４０

２．コンクリート強度は１８Ｎを標準とする。

φ４００以上

鉄 筋 組 立 図

φ３５０以下

鉄 筋 組 立 図

　　なお、それ以外の強度が必要な場合は設計との整合
　　を図るものとする。





特 記 事 項

コンクリート３６０°基礎標準図(3)名　　称

番　　号 Ｃ － ６

コンクリート３６０°基礎標準図(3)

３５０

５００

４５０

４００

管　　径

２５０

３００

２００

本数 単位質量（ｋｇ/ｍ） 質量（ｋｇ） 本数 1本当たり長さ（㎜） 単位質量（ｋｇ/ｍ） 質量（ｋｇ）

縦　方　向　鉄　筋　　　　（1ｍ当り） 横　方　向　鉄　筋　　　　（1ｍ当り）Ｒ１ Ｒ２

６

８

１０

１０

１０

０．９９５ ５．９７０ ５ ３２０ ０．９９５ １．５９２

０．９９５ ５．９７０ ３８０ ０．９９５ １．８９１

０．９９５ ５．９７０ ４２０ ０．９９５ ２．０９０

０．９９５ ７．９６０ ４８０ ０．９９５ ２．３８８

０．９９５ ９．９５０ ６４０ ０．９９５ ３．１８４

０．９９５ ９．９５０ ７００ ０．９９５ ３．４８３

１．５６ １５．６００ ７６０ ０．９９５ ３．７８１

１１１０ ５．５２２

１２３０ ６．１１９

１３１０ ６．５１７

１４３０ ７．１１４

１７５０ ８．７０６

１８７０ ９．３０３

１９９０ ９．９００

３５０

５００

４５０

４００

管　　径

２５０

３００

２００

本数 単位質量（ｋｇ/ｍ） 質量（ｋｇ） 形状

横　方　向　鉄　筋　　　　（1ｍ当り）Ｒ３

５

1本当たり長さ（㎜）

０．９９５

０．９９５

形状 形状

９００

１０００

７００

８００

６００ ２０ ０．９９５ １９．９００ １０ ２１９０ ０．９９５ ２１．７９１ 

２４ ０．９９５ ２３．８８０ ２６３０ ２６．１６９

２４ １．５６ ３７．４４０ ２８７０ ２８．５５７ 

２８ １．５６ ４３．６８０ ３１１０ ３０．９４５ 

３２ １．５６ ４９．９２０ ３３５０ ３３．３３３ 

６

６

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

１０

１０

１０

１０

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

（㎜）

（㎜）

鉄筋材料表（　　、　　部材）

鉄筋材料表（　　 部材）

Ｒ１ Ｒ２

Ｒ３

1.設計にあたっては現場条件を考慮し十分に検討したうえで決定する。



特 記 事 項

番　　号

名　　称 コンクリート３６０°基礎標準図（４）

Ｃ － ７

４００（＝２×２００）

４００（＝２×２００）

４００（＝２×２００）

２００

４２０（＝２×２１０）

３８０（＝２×１９０）

３２０（＝２×１６０）

（ｍ　）

５．４２１

４．８８３

４．３４９

２．４９８

２．１１８

１．９６９

１．６０９

５００

４００

４５０

３５０

２５０

３００

２００

４．１１８．０００ ２９２．８１１１．０００

１０．４００

９．８００

８．２００

１５．６００

１６．８００

１２．４００

７．６００

７．２００

６．６００

１０．４００

１１．２００

　９．２００

２２７．３６

２１８．４０

１７４．６２

４．１

４．１

５．０

１４５．７７

１３９．８０

１３０．８４

５．０

５．０

５．０

コンクリート

ｂ１

９００

８４０

７８０

６２０

５６０

５２０

４６０

３２３５０３５０

４２５００５００

管　　径

４５０ ４５０

４００ ４００

３８

３５

管　　径

２５０２５０

３００ ３００

２００ ２００

２８

３０

２７

Ｄ ｔ

１４０１００６２０７７０８２０

材　料　表　　　　　　　１０ｍ当り

１０５０１１００ ９００

基　礎　材（ｍ　）３ 型　　　枠２
２（ｍ　）

１０４０

９８０

９９０ ８４０

９３０ ７８０

１５０

鉄　　　筋コンクリート管数 （Ｋｇ）

１５０

１５０

１５０

１２０

寸　　法　　表

７２０

７６０

６６０

５２０６７０

７１０ ５６０

６１０ ４６０

ｂ２ ｈ１ ｈ２

１００

１００

１００

ｈ３ ｊ

コンクリート３６０°基礎標準図（４）

φ２００　～　φ５００

ｋ

１２００（＝６×２００）

１２００（＝６×２００）

１０００（＝５×２００）

８００（＝４×２００）

６００（＝３×２００）

１４．３２３１０００ ４．１３１．６００ ８３２．５３１７．８００

コンクリート

１２．６５７

１１．１３４

９．６５４

６．１５２

８００

９００

７００

管　　径

６００

１０００１０００

９００

８２

９００ ７５

７００

８００

６００

７００ ５８

８００ ６６

６００ ５０

材　料　表　　　　　　　１０ｍ当り

１６．６００

１５．４００

１４．２００

２６．８００

２９．２００

２４．４００

（ｍ　）

１２．０００

（ｍ　）３ 基　礎　材 ２（ｍ　）２ 型　　　枠

２０．０００

７４６．２５

６５９．９７

５００．４９

４．１

４．１

４．１

鉄　　　筋

４１６．９１

コンクリート管数

４．１

（Ｋｇ）

１０００

１２２０

１３４０

１４６０

１５８０１７８０

１６６０

１５８０

１４６０

１７８０

１６６０

１５４０

１４２０

１２００

１２２０

１３４０

１０００

１４２０

１５４０

１２００

２００

２００

１２０

１６０

２００

２００

１３０

１４０

１５０

管　　径 Ｄ ｔ

φ６００　～　φ１０００

寸　　法　　表

ｂ２ｂ１ ｈ１ ｈ２ ｈ３ ｊ ｋ

１８０

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

（㎜）

（㎜）

1.設計にあたっては現場条件を考慮し十分に検討したうえで決定する。



６２０

４２８

φ

φ

２
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０

５
０
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１
５
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Ｌ
＝
Ｈ
－
（ｈ
＋
１
５
０
）

　
ｈ

深
さ
：
Ｈ

土
被
り

防護蓋
内蓋　３００

ＲＣ－４０

立管　３００

台座

ゴム輪受口片受直管

塩ビ製小型マンホール

２００－３００

（千葉市デザイン型）

平　 　面 　　図

365

特 記 事 項

Ｄ － １

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製小型ﾏﾝﾎｰﾙ標準図(起点用)名　　称

番　　号

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製小型ﾏﾝﾎｰﾙ標準図(起点用)

２．ＪＳＷＡＳ　Ｋー９による。

　　「下水道用鋳鉄防護蓋」の規格品とする。

１．詳細の構造は参考とする。

３．防護蓋は千葉市デザイン付。

断　 　面 　　図

Ｇ．Ｌ
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４２８

φ
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２
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（
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深
さ
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土
被
り

防護蓋
内蓋　３００

ＲＣ－４０

立管　３００

台座

ゴム輪受口片受直管

塩ビ製小型マンホール

２００－３００

（千葉市デザイン型）

365200

平　 　面　 　図

特 記 事 項

Ｄ － ２

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製小型ﾏﾝﾎｰﾙ標準図(中間点用)名　　称

番　　号

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製小型ﾏﾝﾎｰﾙ標準図（中間点用)

２．ＪＳＷＡＳ　Ｋー９による。

　　「下水道用鋳鉄防護蓋」の規格品とする。

１．詳細の構造は参考とする。

３．防護蓋は千葉市デザイン付。

断　 　面 　　図

Ｇ．Ｌ



Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

１
３
０ １
７
０

７５０ ７５７５

マ
ン
ホ
ー
ル
深

９５０

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

６００ １１０１１０

８２０

６００ １１０１１０

８２０

ふた及び受枠（千葉市用）

調整リング

斜壁

直壁

管取付け壁

底　　版

インバートコンクリート

平     面     図

１ １ 断 面 ２ ２ 断 面

３
０
０

３
０
０

７５０ ７５７５

２５９００２５

９５０

７５０ ７５７５

Ｄ２
ｔ２

ステップ

インバートコンクリート

２
０
０

１
１
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

３
０
０

１
１
０

９５０

調整金具(駒)

Ｄ － ３

０号組立マンホール標準図名　　称

番　　号

０ 号 組 立 マンホール 標 準 図

無収縮流動性モルタル

ﾓﾙﾀﾙ上塗工

ＲＣー４０

(1:2)

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

４．ステップはワイドステップW＝300mmとする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

１

１

２２

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。



管取付け壁

直壁

斜壁

調整リング

調整金具(駒）

インバートコンクリート

８２０

１１０ ６００ １１０

７５ ９００ ７５

底　　版

１１００

Ｄ
２

ｔ２

ステップ

８２０

１１０ ６００ １１０

１１００

３
０
０１
７
０

１
３
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

マ
ン
ホ
ー
ル
深 ３
０
０

３
０
０

７５ ９００ ７５

インバートコンクリート

１
１
０

１
１
０

２
０
０

９００７５ ７５

２５ １０５０ ２５

１１００

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
２

ｔ ２
ｔ ２

Ｄ － ４

１号組立マンホール標準図名　　称

番　　号

１ 号 組 立 マ ン ホ ー ル 標 準 図

平     面     図

１ １ 断 面 ２ ２ 断 面

ﾓﾙﾀﾙ上塗工
(1:2)

ＲＣー４０

無収縮流動性モルタル

Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

４．深い組立マンホールを用いる場合は、別途検討のこと。

ふた及び受枠（千葉市用）

１

１

２２

５．ステップはワイドステップW=300mmとする。



マ
ン
ホ
ー
ル
深

６００ １１０１１０

８２０

調整リング

斜壁

管取付け壁

底　　版

１

１

２２

ステップ

インバートコンクリート

６００ １１０１１０

８２０

１４５０ １４５０

２
２
０

１
５
０

２
０
０

３
０
０

３
０
０

１００ １２００ １００
１００ １２００ １００

１２００

１００

２５１００

２５

１４５０

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

マ
ン
ホ
ー
ル
深

Ｄ２

ｔ２

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

１
１
０

中間斜壁

インバートコンクリート

Ｄ － ５

２号組立マンホール標準図名　　称

番　　号

平     面     図

１ １ 断 面 ２ ２ 断 面

２ 号 組 立 マ ン ホ ー ル 標 準 図

調整金具(駒)

ﾓﾙﾀﾙ上塗工

ＲＣー４０

(1:2)

無収縮流動性モルタル

直壁

ふた及び受枠（千葉市用）

特 記 事 項
２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

１．詳細の構造は参考とする。

４．深い組立マンホールを用いる場合は、別途検討のこと。

５．ステップはワイドステップW=300mmとする。



Ｄ － ６

３号組立マンホール標準図名　　称

番　　号

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

７５ ９００ ７５ ７５ ９００ ７５

直壁

直壁

斜壁

調整リング

底　　版

調整金具(駒)

３
０
０

３
０
０ステップ

マ
ン
ホ
ー
ル
深

１２５ １５００ １２５

管取付け壁Ｄ２

ｔ２

ｔ２
Ｄ
２

ｔ２

ｔ １
Ｄ
１

ｔ １

１２５ １５００ １２５

３
７
０

２
０
０

２
２
０

１
５
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

インバートコンクリート インバートコンクリート
１８００ １８００

１

１

２２

平  　面  　図

１８００

２５ １７５０ ２５

１２５ １５００ １２５

ｔ１
Ｄ
１

ｔ１

ｔ２
Ｄ
２

ｔ２

３ 号 組 立  マ ン ホ ー ル 標 準 図

無収縮流動性モルタル

ﾓﾙﾀﾙ上塗工

ＲＣー４０

(1:2)

中間斜壁

断 面

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

４．深い組立マンホールを用いる場合は、別途検討のこと。

断 面

ふた及び受枠（千葉市用）

1
1
0

１ １ ２ ２

５．ステップはワイドステップW=300mmとする。



Ｄ － ７

４号組立マンホール標準図名　　称

番　　号

４ 号 組 立 マ ン ホ ー ル 標 準 図

１

１

２２

マ
ン
ホ
ー
ル
深

７５ ９００ ７５

１６０ １８００ １６０

２１２０

直壁

中間スラブ

マ
ン
ホ
ー
ル
深

底　版

２１２０

6
3
2

2
5
0

Ｄ２

ｔ２

ｔ２
Ｄ
２

ｔ２

ｔ１
Ｄ
１

ｔ１

ｔ１
Ｄ
１

ｔ１

ｔ２
Ｄ
２

ｔ２

２１２０

１６０ １８００ １６０

８２０

１１０ ６００ １１０

８２０

１１０ ６００ １１０

2
0
0

3
8
2

調整金具(駒)

無収縮流動性モルタル

管取付け壁

直壁

斜壁

調整リング

１６０ １８００ １６０

３
０
０

３
０
０

７５ ９００ ７５

ﾓﾙﾀﾙ上塗工

ＲＣー４０

(1:2)

ふた及び受枠（千葉市用）

ステップ

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。
３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

４．深い組立マンホールを用いる場合は、別途検討のこと。

平　　面　　図

断 面 断 面

1
1
0

１ １ ２ ２

５．ステップはワイドステップW=300mmとする。



６００１１０ １１０

８２０

６００１１０ １１０

８２０

ふた及び受枠（千葉市用）

調整リング

斜壁

直壁

管取付け壁

底　　版

Ｄ
２

ｔ２
ｔ２

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
１
ｔ１

ｔ１

Ｄ
２
ｔ２

ｔ２

　
６
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

1

1

22

平　　面　　図

１ １ 断 面

９００

９００

３
０
０

３
０
０

２０２０

１０７２６９２

インバートコンクリート

６００

Ｄ２
ｔ２

２
０
０

マ
ン
ホ
ー
ル
深

１
１
０

ステップ

インバートコンクリート

イ
ン
バ
ー
ト 厚

※　インバート厚　　ＶＵ：　９０ｍｍ

　　　　　　　　　　ＨＰ：１５０ｍｍ

６
０
０

２
０

２
０

６
４
０

９４０

２０２０２０２０

Ｄ － ８

軽量楕円マンホール標準図名　　称

番　　号

軽 量 楕 円 マ ン ホ ー ル 標 準 図

調整金具(駒)

無収縮流動性モルタル

ＲＣー４０

ﾓﾙﾀﾙ上塗工
(1:2)

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

2 2 断 面

４．ステップはワイドステップW=300mmとする。



６００１１０ １１０

８２０

ふた及び受枠

（千葉市用）

調整リング

斜壁

直壁

管取付け壁

底　　版

Ｄ
２
ｔ２

ｔ ２

Ｄ
１

ｔ１
ｔ１

Ｄ
１
ｔ１

ｔ１

Ｄ
２
ｔ２

ｔ２

マ
ン
ホ
ー
ル
深

９００７５ ７５

６
０
０

７
５

７
５

３
０
０

９００ ７５７５

1

1

22

１
１
０

Ｄ２
ｔ２

２
０
０

１１００８００

インバートコンクリートインバートコンクリート

ステップ

マ
ン
ホ
ー
ル
深

６００７５ ７５

１０５０

７
５
０

２．ブロックの継手部は、金具等によりズレ止を考慮した構造とする。

３．インバートコンクリート強度は、１８Ｎを標準とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

Ｄ － ９

楕円（方円）組立マンホール標準図名　　称

番　　号

楕 円 （方 円） 組 立 マ ン ホ ー ル 標 準 図

調整金具(駒)

無収縮流動性モルタル

ﾓﾙﾀﾙ上塗工

ＲＣー４０

(1:2)

平　　面　　図

１ １ 断 面 2 2 断 面

６００１１０ １１０

８２０

４．ステップはワイドステップW=300mmとする。



300 1515300 1515

マ
ン
ホ
ー
ル
深

1
4
0

300 8080

460

マ
ン
ホ
ー
ル
深

2
0
0

300 80

460

80

560

1
1
0

上部壁

直壁

直壁

管取付け壁

ふた及び受枠（千葉市用）

調整リング

平　　面　　図

１ １ 断 面

２．協会規格ＪＳＷＡＳ　Ｋー１０による。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

Ｄ － １０

小型レジンﾏﾝﾎｰﾙ標準図（起点用）名　　称

番　　号

小型レジンマンホール標準図（起点用）

560

ＲＣ－４０

直壁

底版

2 2 断 面

無収縮流動性モルタル

1

1

22

8
0

8
0

6
0

7
0



300 1515300 1515

マ
ン
ホ
ー
ル
深

1
4
0

300 8080

460

マ
ン
ホ
ー
ル
深

2
0
0

300 80

460

80
1
5
0

1
1
0

Φ560

ふた及び受枠（千葉市用）

調整リング

２．協会規格ＪＳＷＡＳ　Ｋー１０による。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

Ｄ － １1

名　　称

番　　号

Φ560

ＲＣ－４０

小型レジンﾏﾝﾎｰﾙ標準図（中間点用）

小型レジンマンホール標準図（中間点用）

上部壁

直壁

直壁

直壁

管取付け壁

平　　面　　図

１ １ 断 面 2 2 断 面

無収縮流動性モルタル

1

1

22

8
0

8
0

6
0

7
0





２．無収縮流動性モルタルの使用。

３．斜壁と鉄蓋はボルト緊結とする。

特 記 事 項 １．詳細の構造は参考とする。

Ｄ － １３

調整部（無収縮流動性ﾓﾙﾀﾙ）標準図名　　称

番　　号

調整部(無収縮流動性モルタル)標準図

1
1
0

マンホールふた（千葉市用）

Ｍ １ ６ ボ ル ト

Ｍ １ ６ ナ ッ ト

受枠変形防止調整駒

無収縮流動性モルタル

調　整　リ　ン　グ

斜　　　壁

２０㎜以上

 ア ン カ ー(更新時はあと施工アンカー)

４．既存斜壁に対し受枠から交換をする場合は、あと施工アンカー(打撃式不可）を使用

　　すること。
５．重交通の場合は破損の恐れがあるため、調整リングは薄い製品を使用しないこと。
６．調整モルタルは3㎝以上7㎝未満とする。



















特 記 事 項

Ｆ ー ２

マンホールふた標準図（２）名　　称

番　　号

ｔ1

T-25

T-14

6

4

※寸法値及び構造は参考です。

600

820

ｔ１ t2

1
1
0

180

P.C.D.７６０

ｔ4

t3

保持具

634

654

蝶番ピン(P)

ｺｼﾞﾘ穴2ｹ所

ロック付転落防止梯子

１．転落防止梯子については、汚水管については

h=2.0以上、雨水管および合流管はすべての

汚水・・・・・・袋状ｺｼﾞﾘ穴２箇所

雨水・・・・・・開放ｺｼﾞﾘ穴２箇所

ｔ2

9.5

7

ｔ3

56

48

※カラー鉄蓋についてはT-14のみ（樹脂充填）

ｔ4

14

11

合流・・・・・・袋状ｺｼﾞﾘ穴２箇所

マンホールふた標準図（2）

設置とする。

自動ロック(P)



φ２１６ 市章入り　鎖付

５
７

マ
ス
設
置
深
さ
：Ｈ
＝
９
０
０

６
３

１
３
４

７
０
３

１
０
０

１００ｘ１００ｘ１５０－２００

（φ１００受口プラグ付）

塩ビ製傾斜蓋φ２００

塩ビ直管　ＶＵ　２００

（下流側接着受口）

自在曲管

塩ビ直管　ＶＵ　１５０

９０°支管

下水本管

▽

Ｇ．Ｌ

２４５１２５

１
２
５

１
２
５

受口プラグφ１００

３０

マス底板

φ２５０

φ４４０

鋳鉄製防護ふた　２００

５００

小口径マス

１
５
０

２
０
０

市テープ（＠1000に１巻）

茶　　色

特 記 事 項

Ｇ －１

取付管布設図（汚水・横型）名　　称

番　　号

取付管布設図（汚水・横型）

台座

ＲＣ－４０

１．００ｍ以内

官民境界

▽

１．ます設置深さが1500mmを超える場合は、1号人孔ますとして使用すること。

2．1号マンホールを使用することが困難と認められる場合は0号マンホールを
　　使用することができる。



φ２１６ 市章入り　鎖付

５
７

マ
ス
設
置
深
さ
　
Ｈ
＝
９
０
０

６
３

１
３
４

７
０
３

１
０
０

塩ビ製傾斜蓋φ２００

塩ビ直管　ＶＵ　２００

自在曲管

（下流側接着受口）

塩ビ直管　ＶＵ　１５０

９０°支管

下水本管

▽

Ｇ．Ｌ

受口プラグφ１００

（φ１００受口プラグ付）

１００ｘ１００ｘ１５０－２００

１２５

１
２
５
１
２
５

小口径マス

市テープ（＠1000に１巻）

茶　　色

特 記 事 項

Ｇ － ２

取付管布設図（汚水・縦型）名　　称

番　　号

取付管布設図（汚水・縦型）

φ２５０

φ４４０

鋳鉄製防護ふた　２００

５００

１
５
０

２
０
０

台座

ＲＣ－４０

１．００ｍ以内

官民境界

▽

１．ます設置深さが1500mmを超える場合は、1号人孔ますとして使用すること。

2．1号マンホールを使用することが困難と認められる場合は0号マンホールを
　　使用することができる。

















覆　工　長

覆
　
工
　
幅

覆
　
工
　
幅

覆　工　長

覆　工　長 覆　工　長

覆　工　幅

すりつけ舗装

覆　工　幅

特 記 事 項

H － ６

覆工標準図（ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ）名　　称

番　　号

覆工標準図（ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ）

平　　面　　図 平　　面　　図

断　　面　　図 断　　面　　図








